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「東京から東濃へ」�

人口と世帯数 （10月1日現在）　　人口＝42,045人　　世帯数＝13,115世帯�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

ウォークラリー瑞浪大会�
　第11回全国スポーツ・レクリエーション祭のふれあい種目『ウォークラリ
ー瑞浪大会』が10月４日、稲津中学校グランドを発着点として開かれました。�
　この大会には、家族や友だち、クラブ活動の仲間などで構成された108
チーム約600人が、歴史散策Ａ～Ｄの４コースに分かれて参加しました。�
　参加者のみなさんは、交差点や分岐点だけを書いたコース図に従って歩き、
途中のチェックポイントに準備された歴史の問題などをチームで相談したり、
マグカップの絵付けを楽しんだりして、さわやかな汗を流していました。�
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東
濃
研
究
学
園
都
市
の
一
施
設
と

し
て
、
明
世
町
月
吉
地
区
に
計
画
さ

れ
て
い
る
超
深
地
層
研
究
所
で
は
、

地
下
深
部
の
地
質
環
境
を
テ
ー
マ
と

し
て
地
上
施
設
と
地
下
数
百
メ
ー
ト

ル
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
の
岩

石
や
地
下
水
な
ど
を
対
象
と
し
た
、

様
々
な
地
層
科
学
研
究
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

地
層
科
学
研
究
は
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
研
究
開
発
の
基
盤

研
究
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

元
の
み
な
さ
ん
は
、　こ
の
施
設
が　「
放

射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
に
な
る
の
で

は
。
」　
と
の
不
安
を
抱
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
７
年
12
月
に
「
処
分

場
に
し
な
い
。
放
射
性
廃
棄
物
を
持

ち
込
ま
な
い
。
」
旨
の
協
定
を
四
者

（
岐
阜
県
、
瑞
浪
市
、
土
岐
市
、
動

燃
）
で
締
結
す
る
な
ど
、
安
全
の
確

保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
超
深
地
層
研
究
所
の
周

辺
で
実
施
さ
れ
る
広
域
地
下
水
流
動

研
究
調
査
な
ど
地
層
科
学
研
究
の
対

象
区
域
が
「
処
分
場
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
」
な
ど
不
安
の
声
が
上
が

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
払
拭
す
る

た
め
、
９
月
14
日
、
瑞
浪
、
土
岐
両

市
長
か
ら
、
県
知
事
に
対
し
て
『
国

の
見
解
の
確
認
』
を
文
書
で
申
し
入

れ
ま
し
た
。
同
日
の
う
ち
に
、
県
知

事
か
ら
科
学
技
術
庁
へ
文
書
で
照
会

さ
れ
、
９
月
18
日
、
回
答
を
受
け
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
瑞
浪
市
は
も
ち
ろ

ん
、
県
内
が
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
地
に
な
ら
な
い
こ
と
が
確

約
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
岐
阜
県
お
よ
び
瑞
浪
市
、

土
岐
市
は
、
決
意
の
表
明
と
し
て
、

「
広
域
地
下
水
流
動
調
査
の
空
中
物

理
探
査
（
予
備
調
査
）
を
は
じ
め
と

す
る
諸
研
究
を
実
施
す
る
区
域
に
放

射
性
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
恐
れ

が
生
じ
た
場
合
は
、
搬
入
道
路
を
供

用
廃
止
と
す
る
。
」
旨
の
内
容
を
三

者
で
確
認
し
ま
し
た
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
（
平
成
10
年
10
月
１
日
に
動
力
炉
・

核
燃
料
開
発
事
業
団
を
改
組
）　・
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す

る
、
超
深
地
層
研
究
所
を
含
む
地
層
科
学
研
究
の
実
施
区
域
に
放
射

性
廃
棄
物
を
「
持
ち
込
ま
な
い
。
処
分
場
に
し
な
い
。
」
こ
と
に
つ

い
て
科
学
技
術
庁
か
ら
、
岐
阜
県
知
事
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

▲三者による確認書の調印

岐阜県・瑞浪市・土岐市による確認書
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科学技術庁から県知事あての回答文書



９
月
４
日

本
会
議

（
諸
般
の
報
告
、
会
期

の
決
定
、
議
案
上
程
、）

９
月
10
日

本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
）

９
月
11
日

本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
、
議

案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

９
月
14
日

委
員
会

（
企
画
総
務
委
員
会
）

９
月
16
日

委
員
会

（
市
民
厚
生
委
員
会
）

９
月
17
日

委
員
会

（
文
教
経
済
委
員
会
）

９
月
18
日

委
員
会

（
建
設
水
道
委
員
会
）

９
月
24
日

本
会
議

（
委
員
長
報
告
、
追
加

議
案
上
程
、
議
案
質
疑
、

討
論
、
採
決
）

●
専　
決　
処　
分　
の　
報　
告　
に　
つ　
い　
て　（　
交　
通　

事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴
う
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

【
公
務
中
に
お
け
る
職
員
の
公
用

車
に
よ
る
交
通
事
故
の
損
害
に
つ

い
て
の
和
解
と
賠
償
の
額
を
定
め

る
も
の
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
市
民
税
を
各
納
期
ご
と
に
前
納

し
た
場
合
に
交
付
す
る
報
償
金
制

度
を
廃
止
し
、
第
一
期
の
納
期
内

に
全
納
期
の
納
付
額
を
一
括
し
て

納
付
し
た
場
合
に
報
償
金
を
交
付

す
る
制
度
を
定
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及

び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改

正　
に　
伴　
い　
、　選　
挙　
運　
動　
用　
自　
動　
車　
の　

使
用
お
よ
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ

ー
の
作
成
の
公
営
に
要
す
る
経
費

の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
市
営
住
宅
大
法
原
団
地
の
建
て

替
え
工
事　（
第
三
期
）　完
了
に
伴
い　
、

同　
団　
地　
の　
戸　
数　
を　
変　
更　
す　
る　
も　
の　
】　

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
保
険
料
の
賦
課

総
額
に
係
る
基
準
を
改
め
、
事
務

執
行
に
要
す
る
費
用
お
よ
び
事
務

費
負
担
金
を
保
険
料
の
賦
課
総
額

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
な
ど

の
改
正
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
教
育
委
員
会
委
員
古
田
貞
子
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
早
瀬
宣
明

氏
（
明
世
町
月
吉
六
六
八
番
地
の

一
、
62
歳
）
を
任
命
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
同
意
を
求
め
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
三
億
八
千
四

百
二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百

二
十
八
億
二
千
三
百
二
十
万
円
と

す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
を
一
億
二
百
五
十
万
円
増
額

し
、
総
額
を
五
億
七
千
二
十
万
円

と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

【
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
予
算
を
一
億
七
千
百
万

円
増
額
し
、
総
額
を
十
四
億
六
千

百
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を

三
億
六
千
七
百
七
十
万
円
増
額

し
、
総
額
を
十
六
億
五
百
七
十
万

円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

【
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、

収
益
的
支
出
を
千
五
百
七
十
八
万

九
千
円
増
額
し
て
総
額
を
八
億
八

千
百
四
十
九
万
五
千
円
と
し
、
資

本
的
収
入
を
三
千
六
百
万
円
増
額

し
て
総
額
を
二
億
六
千
六
百
五
十

七
万
八
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出

を
六
千
五
万
円
増
額
し
て
総
額
を

三
億
八
千
三
百
八
十
万
四
千
円
と

す
る
も
の
】

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
組
合
を
構
成
す
る
一
部
事
務
組

合
の
名
称
の
変
更
に
伴
い
、
規
約

の
変
更
を
行
う
も
の
】

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

【
組
合
の
処
理
す
る
事
務
の
削

除
・
整
理
・
追
加
お
よ
び
組
合
議

会
議
員
の
構
成
の
変
更
、
管
理
者

会
議
の
設
置
や
管
理
者
の
選
任
方

法
な
ど
組
織
・
機
構
の
改
正
な
ど

を
行
う
も
の
】

●
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

【
市
営
土
地
改
良
事
業
（
大
久
後

地
区
）
の
施
行
に
伴
い
、
釜
戸
町

平成10年10月15日号
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平
成
10
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
９
月

24
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
一
件
の
報
告
と
、
条
例
案
件
四
件
、
人
事
案
件
一

件
、
予
算
案
件
五
件
、
そ
の
他
案
件
四
件
、
認
定
案
件
一
件
、

議
員
発
議
四
件
、
請
願
一
件
の
合
計
二
十
件
が
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

報

告

案

件

条

例

案

件

人

事

案

件

予

算

案

件

そ
の
他

案
件

会

期

日

程
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の
一
部
の
字
の
区
域
の
変
更
を
行

う
も
の
】

●
交
通
事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴

う
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て
【
公
務
中
に
お
け
る
職
員
の
公
用

車
に
よ
る
交
通
事
故
の
損
害
に
つ

い
て
の
和
解
と
賠
償
の
額
を
定
め

る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
瑞
浪
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
【
市
議
会
の
常
任
委
員
会
を
「
総

務
文
教
委
員
会
」
「
市
民
福
祉
委

員
会
」
「
経
済
建
設
委
員
会
」
の

三
委
員
会
と
し
、
委
員
定
数
、
所

管
事
項
の
改
正
を
行
う
も
の
】

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維

持
に
関
す
る
意
見
書

【
現
行
の
公
立
小
中
学
校
事
務
職

員
お
よ
び
学
校
栄
養
職
員
に
係
る

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
維

持
さ
れ
る
よ
う
政
府
へ
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
】

●
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

【
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に

よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
、
断

固
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
強
く
求

め
る
決
議
を
す
る
も
の
】

●
閉
会
中
の
調
査
及
び
委
員
派
遣
承

認
要
求
に
つ
い
て

【
小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
特

別
委
員
会
、
研
究
学
園
都
市
特
別

委
員
会
、
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
特
別
委

員
会
、
首
都
機
能
移
転
対
策
特
別

委
員
会
の
委
員
を
議
会
閉
会
中
に

派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認

を
求
め
る
も
の
】

●
公
立
小
中
学
校
事
務
職
員
・
栄
養

職
員
に
対
す
る
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
維
持
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

認

定

案

件

議

員

発

議

請
　
　
　
願

●座談会のテーマおよび開催日時

◆第１回『行政改革』
～21世紀に向かって　新しい行政のあり方～

11月16日 午後７時～午後９時

◆第２回『高齢者介護を考える』
～住みなれた地域で　安心して暮らせるために～

11月18日 午後７時～午後９時

●会　　場 瑞浪市役所　２階大会議室

●募集人員＝テーマごとに男性・女性各４人の合計８人

●申込方法＝はがきに「市政座談会へ参加」と記載し、

希望する座談会のテーマ・住所・氏名・年齢・性別・

職業・電話番号を記載してお申し込みください。

●申込期限＝11月４日

●問い合わせ・申込先＝情報推進課（ 内線335）

※参加決定通知など詳細については、後日、個人あて

に連絡します。なお、参加者が多数の場合は、年代

や地域のバランスを考慮して決めさせていただきま

すので、ご了承ください。

市では、市民のみなさんとの連帯、信頼を基本に、明るく健康で、希望に満ちた活力あ

るまちづくりをめざし、市民のみなさんに意見やアイデアなどを提言していただくための

『ふれあい市政座談会’98』を開催します。

座談会では、市政の個別のテーマについて、市民のみなさんと語り合い、そのご意見や

アイデアを市政に反映させていきたいと考えています。

市長と語り合い、あなたの意見を市政に生かしてみませんか。

みなさんのご参加をお待ちしています。

また、ふれあい市政座談会は公開で行いますので、傍聴を希望される方はお気軽にお出

かけください。

「ふれあい市政座談会'98」

参加者募集
市政について市長と語り合ってみませんか。
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カレーライスが大好きな淳平くんは、

明るく元気で、活動的な男の子。活発な

千晴さんは、絵本を読んだり、お姉ちゃ

んと遊ぶのが大好きです。

お母さんたちは、元気で思いやりのあ

る子に育ってほしいと話していました。

－陶 児 童 館－

土井　淳平
じゅんぺい

くん（３歳）

加藤　千晴
ち は る

さん（２歳）

町
民
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
『
明
日
の
稲
津
を
築
く

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
』
に
よ
る

『
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

稲
津
』
が
10
月
４
日
、
稲
津
町
小
里

の　
稲　
荷　
神　
社　
境　
内　
で　
開　
か　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ
の
日
好
評
だ
っ
た
『
う
ど
ん
早

食
い
大
会
』
に
は
32
人
が
出
場
し
、

熱
い
う
ど
ん
に
汗
を
び
っ
し
ょ
り
か

き
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

み
の
り
財
布
祭
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
マ

ジ
ッ
ク
や
餅
投
げ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

10
月
４
日
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
中

山
道
実
行
委
員
会
に
よ
る
体
験
交
流

会
『
ふ
れ
あ
い
「
み
ず
な
み
」』
が
、

日
吉
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
地
域
お
こ
し
を

め
ざ
す
同
実
行
委
員
会
が
、
地
元
の

特
産
品
を
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
計
画
し
た
も
の
で
、
県
内
外　
か　

ら　
23
組　
56
人　
が　
参　
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

参
加
者
た
ち
は
、
同
実
行
委
員
会

の
山
田
豊
士
さ
ん
や
小
栗
謙
次
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
づ
く

り
や
し
い
た
け
収
穫
体
験
に
挑
戦
し

た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
な

ど
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

う
ど
ん
の
早
食
い
に
挑
戦
す
る
み
な
さ
ん

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
日
本
女
子
ゴ
ル
フ
専
門
学
校
（
校

長
渡
邊
守
正
）
様
＝
一
万
九
千
五

百
五
十
七
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
瑞
浪
市
生
活
学
校
（
代
表
平
野
寿

美
子
）
様
＝
五
万
円
、
社
会
福
祉

事
業
へ

▲ウインナーづくりを体験するみなさん

９
月
21
日
、
美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
の
運
営
委
員
代
表
９
人
が

市
役
所
を
訪
れ
、
岐
阜
県
パ
イ
ロ
ッ

ト
イ
ベ
ン
ト
受
賞
を
高
嶋
市
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

県
内
の
活
性
化
に
つ
い
て
先
導
的
な

役
割
を
担
っ
た
団
体
お
よ
び
個
人
が

選
ば
れ
る
も
の
で
９
月
17
日
、
文
化

振
興
の
部
門
で
美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

運
営
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
「
私

た
ち
の
活
動
が
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
。
」
な
ど
と
話

し
て
み
え
ま
し
た
。

▲受賞の報告をする運営委員のみなさん

ふ
れ
あ
い
交
流

in

稲
津
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い
交
流
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流
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流
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津
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流
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流
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流
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流
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流
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流
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流
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へ　
ち　
ま　
座　
小　
劇　
場　（　
座　

長
楯
克
子
さ
ん
）　は
、　保

育
園
や
児
童
館
な
ど
で

人
形
劇
の
公
演
を
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

会
員
数
は
５
人
で
、
昭

和
58
年
５
月　
か　
ら　
活　
動　

し　
て　
い　
ま　
す　
。　
普
段
は
、　

「
ト
ロ
ル
」　
と
い
う
グ
ル

ー
プ
名
で
、
市
民
図
書

館
の
「
お
は
な
し
の
時
間
」
に
、

月
２
回
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
依
頼
が
あ
る
と
、
「
へ

ち
ま
劇
場
」
と
し
て
出
か
け
て
い

っ
て
、
公
演
活
動
を
し
ま
す
。

結
成
の
き
っ
か
け
は
、
市
民
図

書
館
10
周
年
記
念
の
「
お
は
な
し

の
時
間
」
に
、
人
形
劇
公
演
の
お

手　
伝　
い　
を　
し　
た　
こ　
と　
だ　
そ　
う　
で　
す　
。　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、

お
話
と
人
形
劇
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
部
の
人
形
は
、
初
代
座
長
で
、

い
ろ
い
ろ
と
指
導
さ
れ
て
い
た
紀

岡
弘
邦
さ
ん
が
作
ら
れ
た
も
の
を

修
繕
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
楯
さ
ん
は
「
こ
ん
な
精

巧
な
仕
掛
け
は
、
私
た
ち
で
は
作

れ
な
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
「
今
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
人
形
劇
を
見

せ
て
あ
げ
ら
れ
る
場
が
少
な
い
。

そ
う
い
っ
た
場
が
た
く
さ
ん
あ
れ

ば
。」
と
、
活
動
に
意
欲
的
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
ら

れ
た
ら
。
」
と
、
額
に
玉
の
よ
う

な
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
人
形
を

操
っ
て
み
え
ま
す
。

今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ

る
若
い
人
た
ち
が
こ
の
活
動
を
受

け
継
い
で
い
っ
て
く
れ
た
ら
、
と

話
し
て
み
え
ま
し
た
。

へ
ち
ま
座
小
劇
場

◎
連
絡
先

楯
　
克
子
　

６
７
―
１
２
４
７

10
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
前
で
、

自
主
運
行
バ
ス
「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
」

の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
公
募
し
た
バ
ス
の
愛
称

と
デ
ザ
イ
ン
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
、
西
小
田
町
の
土
屋
晶
嗣
さ
ん
と

一
色
町
の
伊
藤
道
廣
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

バ
ス
に
乗
り
込
む
み
な
さ
ん
に
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
、
11
時
15
分
に
日
吉

町　
細　
久　
手　
へ　
向　
け　
て　
出　
発　
し　
ま　
し　
た　
。　

「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
」
は
、
バ
ス

事
業
の
路
線
廃
止
に
伴
う
代
替
バ
ス

と
し
て
、
通
学
・
通
勤
の
足
を
確
保

す
る
た
め
に
運
行
さ
れ
ま
す
。

出
発
す
る
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号

東
濃
養
護
学
校
で
は
、
『
第
18
回

窯
ま
つ
り
』　（
学
校
祭
）　
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
＝
11
月
１
日

９
時
40
分
〜
15
時

（
雨
天
で
も
実
施
）

◆
会
場
＝
校
内
（
土
岐
市
泉
町
河
合
）

◆
内
容
＝
野
焼
き
窯
の
窯
出
し
・
作

品
展
・
祭
典
・
陶
芸
実
技

コ
ー
ナ
ー
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
バ

ザ
ー
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
＝
岐
阜
県
立
東
濃
養

護
学
校
（

５
５
―
４
８
２
１
）

加藤孝造さんの作品は、穏やかな膨らみで立ち

上がる張りのあるフォルムが特に美しく、独特の

たっぷりとした淡いピンクの志野の釉調と質感、

静かな落ち着きの中に確かな意思を秘める瀬戸

黒、それらは陶芸美の極み、そこには心技一体の

現代工芸的造形理論と伝統美の合体が織り成すシ

ンフォニーがあります。

日本伝統工芸展などに出品され受賞された作品

および一連の優れた作品の数々が、二館連携の特

別展で見ることができます。

●会期　11月１日 ～11月29日

●会場　市之瀬廣太記念美術館
東濃西部歴史民俗資料館

瑞浪陶磁資料館

～瀬戸黒・志野の世界～

加藤孝造展特特別別展展

東
濃
養
護
学
校

窯
ま
つ
り
開
催

ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
　
発
車
！

ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
　
発
車
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ブ
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ー
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！
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ー
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！
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ブ
ル
ー
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！

ブ
ル
ー
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！
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！
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発
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！
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ル
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10
月
１
日
、
第
十
回
瑞
浪
市
教
育

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
一
年
間

委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
河
野
文

吾
さ
ん
に
代
わ
り
、
高
月
町
の
野
平

統
一
郎
さ
ん
が
新
し
く
委
員
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

委
員
長
の
任
期
は
１
年
で
、
教
育

委
員
会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委

員
会
を
代
表
し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
教
育
委
員
会
委
員

に
明
世
町
の
早
瀬
宣
明
さ
ん
を
任
命

す
る
こ
と
が
、
第
四
回
瑞
浪
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
、
同
日

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
、
教
育
委
員
会
の
規
則
の

制
定
や
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の

方
針
の
決
定
の
ほ
か
、
教
育
予
算
に

つ
い
て
意
見
を
申
出
る
な
ど
、
市
の

教
育
の
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
、
４
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
地
方
教
育
行
政
法
」
が
制
定
さ

れ
て
40
年
以
上
た
ち
ま
し
た
。
現
在
、

自
治
体
は
、
学
校
の
自
主
性
を
発
揮

さ
せ
る
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
る
、
教
育
機
構
を
見
直
す
な
ど
、

様
々
な
教
育
改
革
の
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
域
の
発
展
の
基
礎
は
、
市
民
の

み
な
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
の
方
を
向

い
た
、
柔
軟
で
弾
力
的
な
広
義
の
学

習
環
境
の
整
備
だ
と
思
い
ま
す
。

自
己
改
革
に
努
め
、
先
輩
諸
氏
の

ご
指
導
を
賜
り
、
責
任
を
果
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
早
瀬
委
員
の
抱
負

▲教育委員会委員
早瀬宣明さん

▲教育委員会委員長
野平統一郎さん

今
年
で
44
回
目
を
迎
え
た
中
学
校

陸
上
記
録
会
が
、
９
月
24
日
、
市
民

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
会
に
は
、
市
内
７
つ
の

中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
出
場

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
目
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
男
　
子

【
一
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

上
休
場
　
泰
満
（
稲
津
）
12
秒
９

【
二
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

小
栗
　
和
浩
（
釜
戸
）
12
秒
８

【
三
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

林
　
大
二
郎
（
陶
）
12
秒
４

【
二
〇
〇
ｍ
】

加
藤
　
大
一
朗
（
瑞
浪
）
26
秒
０

【
四
〇
〇
ｍ
】

水
野
　
雅
文
（
釜
戸
）
58
秒
５

【
八
〇
〇
ｍ
】

成
瀬
　
昭
徳
（
瑞
浪
）
２
分
12
秒
９

【
一
年
・
一
五
〇
〇
ｍ
】

船
越
　
大
祐
（
陶
）
５
分
00
秒
４

【
二
年
・
一
五
〇
〇
ｍ
】

西
尾
　
祐
大
（
陶
）
４
分
40
秒
８

【
三
〇
〇
〇
ｍ
】

加
藤
　
直
人
（
陶
）
９
分
47
秒
０

【
一
一
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

森
本
　
規
弘
（
瑞
陵
）
18
秒
７

【
走
幅
跳
】

加
藤
　
貴
哉
（
瑞
陵
）
５
ｍ
19

【
走
高
跳
】

桑
原
　
一
将
（
瑞
陵
）
１
ｍ
75

大
会
新
記
録

【
砲
丸
投
】

東
　
雄
平
（
瑞
陵
）
12
ｍ
41

【
低
学
年
・
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

稲
津
　
50
秒
９

（
中
山
・
上
休
場
・
和
田
・
伊
藤
）

【
四
×
二
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

陶
　
１
分
43
秒
１

（
西
尾
・
林
・
西
村
・
秋
山
）

◎
女
　
子

【
一
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

小
澤
　
樹
里
亜
（
日
吉
）
14
秒
２

【
二
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

桑
原
　
美
穂
（
瑞
陵
）
13
秒
５

【
三
年
・
一
〇
〇
ｍ
】

田
中
　
紫
乃
（
瑞
陵
）
14
秒
０

【
二
〇
〇
ｍ
】

加
藤
　
さ
ゆ
り
（
瑞
浪
）
28
秒
７

【
一
年
・
八
〇
〇
ｍ
】

西
尾
　
奈
々
（
陶
）
２
分
30
秒
５

【
二
年
・
八
〇
〇
ｍ
】

高
橋
　
文
（
瑞
陵
）
２
分
43
秒
４

【
三
年
・
八
〇
〇
ｍ
】

土
屋
　
享
代
（
麗
澤
）
２
分
40
秒
８

【
一
五
〇
〇
ｍ
】

西
尾
　
奈
々
（
陶
）
５
分
15
秒
６

【
一
〇
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

肥
田
　
美
耶
子
（
瑞
陵
）
17
秒
４

【
走
幅
跳
】

岩
山
　
加
林
（
麗
澤
）
４
ｍ
06

【
走
高
跳
】

石
原
　
紗
織
（
瑞
浪
）
１
ｍ
30

【
砲
丸
投
】

小
栗
智
子
（
日
吉
）
10
ｍ
44

【
低
学
年
・
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

瑞
浪
　
58
秒
４

（
有
賀
・
田
中
・
小
倉
・
西
尾
）

【
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

瑞
陵
　
56
秒
０

（
市
之
瀬
・
田
中
・
肥
田
・
桑
原
）

第
44
回
中
学
校
陸
上
記
録
会

新
記
録
１
つ
誕
生
！

第
44
回
中
学
校
陸
上
記
録
会

新
記
録
１
つ
誕
生
！

教
育
委
員
会
委
員
長
に

野
平
統
一
郎
さ
ん

教
育
委
員
会
委
員
に早

瀬

宣

明
さ
ん
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
③

私
た
ち
は
、
栄
町
婦
人
会
と
い

う
土
台
の
基
で
成
り
立
っ
て
い
る

学
級
で
す
。
婦
人
会
へ
の
理
解
や
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
場
、
さ

ら　
に　
は　
交　
流　
の　
場　
と　
し　
て　
発　
足　
し　
、　

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

１
年
の
学
級
内
容
は
、
そ
の
年

の　
役　
員　
さ　
ん　
た　
ち　
で　
計　
画　
し　
ま　
す　
。　

そ
の
年
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
恒
例
に
な
っ
た
の
が
、
『
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
づ
く
り
』
と
『
ガ
ヤ

ガ
ヤ
会
議
』
の
二
つ
で
す
。
『
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
づ
く
り
』
に
は
、
婦

人
会
員
の
み
な
ら
ず
、
区
民
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
き
、
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。

『
ガ
ヤ
ガ
ヤ
会
議
』
の
方
は
、

今
年
で
３
年
目
で
す
が
、
区
の
役

員
の
方
々
と
婦
人
会
員
と
の
意
見

交
換
、
要
望
な
ど
、
今
年
も
活
発

な
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

資
源
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、

区
民
全
体
が
自
覚
で
き
る
よ
う
、

当
番
制
で
回
収
日
に
見
回
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館

に
『
ふ
れ
あ
い
箱
』
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
小
さ
な
意
見
、
要
望
が
、

少
し
で
も
前
向
き
な
姿
勢
、
取
り

組
み
と
な
れ
ば
、
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
お
菓
子
づ
く
り
、

は
が
き
絵
、
健
康
体
操
な
ど
、
身

近
な
講
師
を
お
願
い
し
、
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
文
化
交
流
で

は
、
近
く
に
お
住
ま
い
の
外
国
人

の
方
を
お
招
き
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
家
庭
料
理
に
挑
戦
し
た

り
、
ビ
ル
マ
の
方
か
ら
見
た
日
本

女
性
に
つ
い
て　
の　
お　
話　
を　
聞　
い　
た　

り　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ
の
学
級
を
通
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
方
た
ち
の
参
加
を
求

め
、
婦
人
会
へ
の
理
解
を
深
め
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

婦　
人　
会　
員　
を　
求　
め　
て　

栄
町
婦
人
学
級
　
代
表
　
加

納

敏

子

９
月
30
日
、
瑞
浪
市
中
学
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
瑞
浪
中

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
学
生
の

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
、

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。

発
表
は
、
二
年
生
を
対
象
と
し
た

暗
唱
部
門
と
三
年
生
を
対
象
と
し
た

ス
ピ
ー
チ
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
東
濃
教
育
事
務
所
の
英
語
担
当

主
事
と
同
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

ど
の
生
徒
も
日
頃
の
英
語
学
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
堂
々
と
し
た
発
表

ぶ
り
で
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
こ
の

夏
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
の
報
告

も
な
さ
れ
、
会
場
は
和
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
た
東
濃
教
育
事
務

所
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん

は
、
「
よ
く
、
あ
れ
だ
け
暗
唱
し
ま

し
た
ね
。
私
に
、
英
語
で
日
本
の
こ

と
を
教
え
て
ね
。
も
っ
と
う
ま
く
な

り
ま
す
よ
。
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
審

査
員
の
柳
川
主
事
は
、
「
自
分
の
最

も
伝
え
た
い
こ
と
を
、
平
易
な
文
章

で
、
伸
び
伸
び
と
話
す
」
こ
と
の
大

切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
暗
唱
部
門
（
二
年
生
）

〔
金
賞
〕
水
谷
健
二
（
麗
澤
瑞
浪
中
）

〔
銀
賞
〕
小
栗
兄
太
朗
（
日
吉
中
）

◆
ス
ピ
ー
チ
部
門
（
三
年
生
）

〔
金
賞
〕
熊
谷
律
子
（
日
吉
中
）

〔
銀
賞
〕
安
藤
壮
平
（
陶
中
）

▲暗唱部門・金賞の水谷さん

ス
ピ
ー
チ
部
門
・
金
賞
の
熊
谷
さ
ん

第
七
回
　
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

学
習
成
果
を
堂
々
と
発
表

生涯学習施設 11月の休館日

総合文化センター ２日、４日、９日、16日、23日、24日、30日

市 民図 書館 ２日、４日、９日、16日、23日、24日、30日

市 民体 育館 ３日、４日、10日、17日、24日、25日

化石博 物館　
陶 磁資 料館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

２日、４日、９日、16日、24日、

25日、30日

文 化 会 館 ５日、12日、19日、26日

芸術の秋を彩る、第45回瑞浪市美術展が次のように開催されます。

家族そろってのご来場をお待ちしております。

●一般の部 会期＝10月31日 ～11月８日 まで（２日は休館）

会場＝総合文化センター

部門＝日本画・洋画・彫塑・書・写真・デザイン工芸

陶芸

●少年の部 会期＝11月13日 ～11月15日 まで

瑞 浪 市 美 術 展 の ご 案 内

※総合文化センターの美術展は４日も入場できます。
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図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより

巡回日 ステ－ション 時　　　間

半　　　　　原 15:30～15:50

５日 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

13日 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

15日 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

11月の移動図書館
こ ま ど り 号

18日

14日

20日

25日

28日

９
月
25
日
に
、
木
製
打
楽
器
奏
団

『
カ
タ
リ
コ
』
を
迎
え
て
、
「
と
し
ょ

か
ん
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
図
書
館
内
に
は
、

二　
百　
人　
あ　
ま　
り　
が　
詰　
め　
か　
け　
ま　
し　
た　
。　

み
な
さ
ん
は
、
手
作
り
木
製
打
楽
器

の
素
朴
で
や
さ
し
い
木
の
響
き
に
、

じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
週
間
は
、
良
書
の
普
及
、
読

書
の
奨
励
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
虫
の
音

を
聞
き
な
が
ら
、
読
書
に
ふ
け
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

今
月
の
ミ
ニ
展
は
、
小
田
町
在
住
の
小
木

曽
瑞
川
さ
ん
の
篆
刻
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

方
寸
の
芸
術
と
い
わ
れ
る
、
書
と
篆
刻
と

の
一
体
の
美
し
さ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

篆 刻 作 品 展
11月５日～12月６日

移動図書館「こまどり号」
ステーション変更のお知らせ

釜戸町の下切ステーションが、1 0月か

ら牧野政芳さん宅隣の空き地に変更にな

りましたのでお知らせします。

読
書
週
間

10
月
27
日
〜

11
月
９
日

本
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス

10
月
よ
り
開
始

９
月
15
日
号
『
広
報
み
ず
な

み
』
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
10
月
か

ら
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
図
書
館
に
足
を
運

ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
月
に

１
回
10
冊
の
本
を
自
宅
に
お
届

け
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

み
た
い
方
と
、
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
図
書
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨時休館のお知らせ

図書館では、館内の整理をしたり傷んだ図書の

補修などをするため、臨時休館日を設けています。

ご協力をお願いします。

10月26日（月）

～31日（金）
『ばく書休館日』



６８－２１１１

11

瑞 浪 市 の 職 員 給 与 等 の 公 表
この公表は、瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳

人口（年度末）

９年度
人

41,702

歳出額Ａ

千円

13,451,265

実質収支

千円

513,624

人件費Ｂ

千円

3,395,608

人件費率

（Ｂ／Ａ）

％

25.2

（参考）８年度

の人件費率

％

25.7

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれています。

（注）１、職員手当には退職手当は含まれていません。

（注）２、給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善分（1 . 2％）を

含んでいます。

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分

10年度

職員数Ａ
給　　料

給　　　与　　　費

人

417

千円

1,623,003

職員手当

千円

1,119,799

計

Ｂ

千円

2,742,802

１人当たり

給　与　費

（Ｂ／Ａ）

千円

6,577

うち期末・

勤勉手当

千円

796,760

（７）職員手当の状況 （平成10年４月１日現在）

（８）特別職の報酬等の状況 （平成10年４月１日現在）

（９）定員の状況　部門別職員数の状況（平成10年４月１日現在）

区　分 市 国

期末手当

勤勉手当

（９年度

支給割合）

退職手当

（支給率）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.60月分

1.90月分

0.55月分

4.05月分

勤勉手当

0.6月分

0.6月分

――

1.2月分

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額

及び平均年齢の状況
（平成10年４月１日現在）

区　分 平均給料

月　　額

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

市 346,100円

平均給与

月　　額

405,300円

平均年齢

42.1歳

平均給料

月　　額

255,900円

平均給与

月　　額

303,500円

平均年齢

45.4歳

（注）一般行政職は、一般職のうち税務職・医療技術職・保健職・消防職・

技能労務職・教育職・企業職を除いた職員をいいます。瑞浪市全職員

448人のうち一般行政職は261人、技能労務職は82人です。

（４）職員の初任給の状況 （平成10年４月１日現在）

区　分

市

決　　定

初 任 給

国

一般行政職
大学卒

高校卒

173,000円

140,700円

採用２年経過後

給料額

187,000円

150,500円

決　　定

初 任 給

173,000円

140,700円

採用２年経過後

給料額

187,000円

150,500円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成10年４月１日現在）

区　分 経験年数10年

266,300円

208,300円

206,100円

経験年数15年

315,800円

266,300円

240,800円

経験年数20年

363,600円

315,800円

271,300円

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され引き続き勤務している場合の

採用後の年数をいいます。

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成10年４月１日現在）

区　分 ８級

標準的な

職務内容
部長

職員数（人）

構成比（％）

9

3.4

７級

課長

30

11.5

６級

課長

補佐

40

15.3

５級

係長

67

25.7

４級

主査

49

18.8

３級

主事

22

8.4

２級

主事

32

12.3

１級

計
主事補

12

4.6

261

100.0

（注）１、職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の在級者数です。

（注）２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.60月分

1.90月分

0.55月分

4.05月分

勤勉手当

0.6月分

0.6月分

――

1.2月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

１人あたり

平均支給額
―― ―― ――561千円 18,828千円

その他の

加算措置

定年前早期退職加算措置　２～20％

退職時特別昇給　　　　　　１号給

定年前早期退職加算措置　２～20％

退職時特別昇給　　　　　　１号俸

その他の

加算措置

自己都合

21.00月分

33.75月分

47.50月分

60.00月分

定年・勧奨

28.875月分

44.550月分

62.700月分

62.700月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.00月分

33.75月分

47.50月分

60.00月分

定年・勧奨

28.875月分

44.550月分

62.700月分

62.700月分

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、９年度に退職した全職種に係る

職員に支給された平均額です。

区　　　　　分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）

全職種

35.3％

84,561円

８種類

清掃業務手当
代 表 的 な

手 当 の 名 称

支給額の多い手当

多くの職員に支給

されている手当
消防職員手当

特殊勤務

手　　当

９ 年 度

（普通会計）

支 給 総 額

職員１人当たり支給年額

支 給 総 額

職員１人当たり支給年額

65,451千円

00,181千円

81,823千円

00,225千円

９年度

８年度

時 間 外

勤務手当

（普通会計）

支給対象地域

支 給 率

支給対象職員

国 の 支 給 率

市の全域

３　　％

全 職 員

――

調整手当

９ 年 度

（普通会計）

区　　分

市　　長

助　　役

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

給料・報酬

月額　890,000円

月額　730,000円

月額　670,000円

月額　430,000円

月額　390,000円

月額　375,000円

期末手当（９年度支給割合）

６月期2.2月分
12月期2.5月分
３月期0.5月分

計　 5.2月分

６月期2.2月分
12月期2.5月分
３月期0.5月分

計　 5.2月分

区　分
部　門

一
　
般
　
行
　
政

特別
行政

公営
企業
等

総　合　計

職　　員　　数

議　会
総　務
税　務
労　働
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
消　防
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

平成８年
005
066
024
001
018
011
028
086
041
280
090
048
138
012
018
005
035
453

平成９年
004
067
021
001
016
010
031
086
046
282
089
047
136
011
018
005
034
452

平成10年
004
068
021
001
015
011
030
083
048
281
083
048
131
012
019
005
036
448

平成８年

△1
△1

△2

△4

△1
△1

△3

平成９年
△1
△1
△3

△2
△1
△3

△5
△2
△1
△1
△2
△1

△1
△1

平成10年

△1

△1
△1
△1
△3
△2
△1
△6
△1
△5
△1
△1

△2
△4

対前年増減数

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
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開発途上国の人々のために、自分

の持っている技術や経験を生かして

みたい。そんな希望を達成できるの

が青年海外協力隊です。

説明会には、興味を持っている方

ならどなたでも参加できます。

◆募集期間＝10月15日 から

11月30日 まで

◆応募資格＝満2 0歳から満3 9歳まで

の日本国籍をもつ方

◆一次選考／筆記試験 12月20日

各都道府県で実施

◆二次選考／２月上旬、東京で実施

《説明会の開催》

◆日時＝11月17日 18時30分～

◆場所＝多治見市学習館・学習室Ｂ

（まなびパークたじみ内）

23－7022 

◆内容＝映画およびＯＢ・ＯＧ隊員

の体験談など

※問い合わせ

国際協力事業団東海支部

０５２－２２１－７１０３

岐阜県総務部国際課

０５８－２７２－１１１１

●青年海外協力隊
募集のお知らせ

●国民健康保険料の
減免制度のお知らせ

国民健康保険料の納付義務を負う

世帯主またはその世帯に属する被保

険者が、次のいずれかに該当したこ

となどにより、その世帯の生活が著

しく困難となった場合、保険料の減

免を受けることができます。

◆震災、風水害、火災などにより、

資産が被害を受けたとき

◆前年の所得が４百万円以下で、減

免申請する年の所得が前年の２分

の１以下となったとき

◆申請月を含め過去３カ月の平均所

得額が生活保護基準額以下のとき

◆資産割額が減免申請する年の所得

見込額に比較して過大であるとき

※詳しくは、保険年金課へお問い合

わせください。（ 内線１０９）

●技能講習会開催
東濃産業労働協会では、次のとお

り技能講習会を開催します。

《プレス作業主任者技能講習会》

◆日時＝11月５日 ・６日

◆場所＝セラトピア土岐

（土岐市土岐津町高山）

◆受講料＝9,500円

《玉掛技能講習会》

◆学科／11月９日 ・10日

場所…セラトピア土岐

◆実技／11月中の指定した日

場所…岐阜クレーン教習所

（岐阜市西明見町）

◆受講料＝20,100円

※実技の日程は受付順で決めます。

《申込先》

東濃産業労働協会　 24－4595 

※詳しくは、労働基準監督署、また

は申込先にお尋ねください。

岐阜県は、地域住民の生活者の視点に立った2 1世紀

型地方自治の実現を図るため、平成８年５月、行政や

経済、都市計画を専門にする学識経験者５人を委嘱し、

岐阜県市町村行財政委員会を発足させました。同委員

会は、市町村と住民への聞き取り調査、現地視察など

を重ね、今年３月、２年余りの審議を経て、「二十一世

紀の市町村行財政への提言」を取りまとめました。

現状の分析では、県内9 9市町村のラスパイレス指数

や職員数をはじめ、在宅介護サービスの内容や道路改

良率、歳出に占める民生費と土木費の割合、財政指標

である経常収支比率などを市町村別に比較、分析して

います。特に、平成1 2年４月から導入が計画されてい

る介護保険については、新たな在宅介護サービスの指

標として、ショートステイとデイサービスの利用回数、

深夜の対応を含めたホームヘルプサービスの質など５

項目を基準に、全市町村を点数化し比較しています。

同委員会では、福祉部門だけでなく、いろいろなテー

マで市町村を比較することが望ましいとしています。

「こうしたデータを公開することで、住民が自ら市

町村の行政を判断できる。」とした上で同委員会は、県

や市町村に対し、①市町村がお互いに競い合いながら

住民福祉の向上を図る競争原理の導入、②住民（コミ

ュニティー組織やＮＰＯ（非営利団体）など）に一定

の権限と財政支援を講じ、協力関係を形成するパート

ナーシップ対応型の組織編成、③住民に対し、より良

いサービスを提供するため広域行政、市町村合併の推

進などを提言しています。

市は、行政改革大綱の見直しを進める中で、この提

言を積極的に取入れ、コミュニティー組織の育成と強

化、行財政の健全化と住民サービスの向上などを推進

する対策を講じていきます。

『二十一世紀の市町村行財政への提言』は、市民の

みなさんが自由にご覧いただけるように、瑞浪市民図

書館に備えました。ぜひ、ご覧ください。

※問い合わせ 企画政策課（ 内線３３２）

みんなで考えよう　地方分権型社会

10月23日～29日は『高圧ガス危害予防週間』です

～目配りで、
安全省エネLPガス～

ＬＰガスを使うときは、点火、着

火を必ず目で確かめ、青い炎で使っ

てください。また、換気にも注意し

ましょう。

●火災のときは…容器バルブを閉め、

消防署員などに容器の位置を知ら

せ、後の処置を頼んでください。

●地震のときは…器具せん、元せん

を閉め、火を全部消してください。

容器バルブも閉めてください。



◎ペットボトルの出し方

（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

①マークを確認してください。

②キャップをはずしてください。

③中をゆすいでください。

④つぶしてください。

⑤資源ごみ収集日に出してください。

◎資源ゴミの各ステーションには、分別ハサミが用意してあります

ので、ご利用いただきリサイクルにご協力ください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ

さい。また、食品用トレーは、公共機関などの回収ボックスに出

してください。

６８－２１１１
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国民年金制度は、だれにでも訪れる老後を安心して

過ごせるように、また、思いがけない事故や病気の時

にも生活が保障されるように、国民全員が加入して長

い人生を支えあっていく制度です。

今回、多治見社会保険事務所の専門職員による年金

相談を次のとおり開催しますので、年金に関するどん

な相談でも結構ですので、お気軽にお出かけください。

◆10月27日

９時30分～12時＝日吉コミュニティーセンター

13時～16時＝釜戸コミュニティーセンター

◆10月28日

９時30分～16時＝市役所市民相談室

◆10月29日

９時30分～12時＝陶コミュニティーセンター

13時～16時＝稲津コミュニティーセンター

●年金相談のご案内

燃えて踊った今年の七夕まつりは、おおいに盛り上

がりました。まつり以後も、小学校の運動会や地域の

まつりで盛んに踊られています。

もっと踊りたい！　健康のために続けたい！　新し

い踊りを覚えたい！　踊る楽しさを伝えて仲間をつく

り、まちやまつりを元気にしたい！　そんな要望にこ

たえて、各地域で踊りの練習会が開催されています。

お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

●普及振興会練習会《会場…瑞浪小学校体育館》

毎月第２・４日曜日　19時30分～21時

●バサラ陶練習会《会場…陶小学校体育館》

毎週水曜日　19時30分～21時

●「踊ろ舞」練習会《会場…瑞浪小学校体育館》

毎月第１・３・５日曜日　19時30分～21時

●稲津バサラ教室《会場…稲津公民館》

1 9時～2 1時（練習日は稲津公民館･ 6 7－2 6 2 7へ）

●釜戸町練習会《会場…釜戸中学校体育館》

1 9時～2 1時（練習日は釜戸公民館･ 6 3－3 8 4 7へ）

※日吉地区も計画中です。

※問い合わせ＝バサラ瑞浪普及振興会・窓口担当

永冶昌代さん　 ６８－２２４８

●いっしょに踊りませんか？
バサラ瑞浪練習会のお知らせ

収集日

２日

４日

５日

６日

９日

10日

11日

13日

16日

17日

12日

18日

20日

24日

19日

26日

27日

30日

25日

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

稲津町（小里）

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（萩原）

小田町、西小田町、和合町

鶴城、鶴城団地、市原

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、

朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

小田町、西小田町、和合町、

大法原団地

陶町（水上、大川）

陶町（猿爪）

一日市場、木暮、清水、

朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

収　　　集　　　地　　　区

不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります

栄町、元町 鶴城、鶴城団地、市原

10月はリサイクル
推進月間です。

限りある資源。
みんなでリサイクル！



接種希望者
氏　　　名

住　　　所

生 年 月 日

電 話 番 号

健診・相談名

３ 歳 児 健 康 診 査

４ カ 月 児 健 康 診 査

12カ 月 児 健 康 相 談

４歳児・４歳６カ月児

歯 み が き 教 室

１ 歳 ７ カ 月 児

歯 み が き 教 室

実施日

10月23日

10月27日

10月20日

10月26日

11月２日

受付時間

12時30分までに

お集まりください

13時30分～14時

９時30分～11時

９時～11時

９時～11時

13時～15時

対　象　者

平成７年９月生まれの子

平成10年６月生まれの子

平成９年10月生まれの子

平成６年10月生まれの子

平成６年４月生まれの子

平成９年４月生まれの子

そ　　の　　他

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシ、

コップをご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

尿検査があります。

早朝尿（50ccくらい）、歯ブラシ、

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。
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●乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

●昭和50年～52年に生まれた方の
ポリオ生ワクチン（小児まひ）予防接種について

◆日　　時…11月５日 13時～14時

◆場　　所…保健センター（個人負担　５００円）

◆対 象 者…30歳以上の女性（定員60人）

◆申し込み…電話などで保健センターへ

●子宮（頸）がん集団バス検診

◆対 象 者…40歳以上の希望者（定員50人）

◆申し込み…10月27日 までに、電話などで

保健センターへ

※29日の20時以降は、飲食をしないでください。

※詳細については、申し込みの時にお知らせします。

●がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん）

◆日　　時…10月30日 10時～16時

◆場　　所…市役所

※時間が4 0分～5 0分かかります。ご協力いただける方

は、27日 までに保健センターへご連絡ください。

昨年度、接種の申し込みをされていない方が対象です。

（すでに申し込まれた方は、申し込む必要はありません。）
昭和5 0年１月から5 2年1 2月までに生まれた方は、ポリオ

の抗体を持っている方が他の年齢層と比べて少ないこと

（50％）が厚生省の調査でわかりました。

市では、該当する方を対象に臨時にポリオの予防接種を無

料で実施します。抗体のある方が再度接種をしても問題あり

ませんので、この機会に２回接種することをお勧めします。

なお、有料ですが県内の医療機関でも接種することができま

す。詳細については、保健センターまでお問い合わせください。

●成分献血

期　　日 時　　間 場　　所 個人負担

10月30日 ８時30分～11時 保健センター 各500円

対 象 者

接種時期

申し込み

昭和50年～52年に生まれた方

（瑞浪市に住民登録がしてある方）

１回目…平成10年12月

２回目…平成11年３月

下記の申込書に必要事項を記入のうえ、

11月10日 までに保健センターへ。

日程など詳細は、申し込まれた方に通知

します。

ポ リ オ 予 防 接 種 申 込 書

切り取り線

瑞浪市

昭和　　年　　月　　日


